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IOMの「移民」定義

当人の (1) 法的地位、(2) 移動が自発的か非自発的か、(3) 移動の理由、(4) 滞
在期間に関わらず、本来の居住地を離れて、国境を越えるか、国内で移動してい
る、または移動したあらゆる人。

ウクライナからの「避難民」

戦争の被害から国境を越えて避難した人々。１９４９年「ジュネーブ条約」にお
ける戦争下の人民として保護されるべき対象。

ウクライナ国内の「国内避難民」

内戦や暴力行為、深刻な人権侵害や、自然もしくは人為的災害などによって家を
追われ、自国内での避難生活を余儀なくされている人々（国内避難民に関する指
導原則）

１．強制的な人の移動：定義－移民・避難民・国内避難民



１．強制的な人の移動

• ロシアによるウクライナへの軍事侵攻は、第二次世界大戦後、最も速い
ペースで強制的な人口移動を引き起こしている。

• １２００万人以上のウクライナ人が通常の居住地から避難することを余儀
なくされている。



１．強制的な人の移動

引用:国連難民高等弁務官事務所 UNHCR
https://data2.unhcr.org/en/situations/ukraine

ウクライナ国外への避難民
５１６万人(４月２２日)

ポーランド ２８８万人
ルーマニア ７７万人
ロシア ５８万人
ハンガリー ４８万人
モルドバ ４３万人
スロバキア ３５万人
ベラルーシ ２万人

https://data2.unhcr.org/en/situations/ukraine


１．強制的な人の移動－ウクライナ国内（国内避難民）

ウクライナ国内の避難民
７７０万人(４月１７日、推計）



１．強制的な人の移動－ウクライナ国内（国内避難民）

ウクライナ国内の避難民
７７０万人(４月１７日、推計）



１．強制的な人の移動－ウクライナ国内（国内避難民）

ウクライナ国内の避難民
７７０万人(４月１７日、推計）



１．強制的な人の移動－ウクライナ国内（国内避難民）

ウクライナ国内の避難民
７７０万人(４月１７日、推計）

避難していない国民
３０００万人？？



１．強制的な人の移動－ウクライナ国内 (帰還民)

ウクライナ国内への帰還民

２７７万人（４月１７日、推計）



１．強制的な人の移動－ウクライナ国内 (帰還民)

ウクライナ国内への帰還民

２７７万人（４月１７日、推計）



１．強制的な人の移動

ウクライナ国外へ避難した第三国籍者
約２１万人

• ２０２０年約５００万人の国際移民
(UNDESA)

• １５５か国７万６千人の国際留学生
(ウクライナ教育・科学省）



◼ １５７０万人が人道支援を必要と
している

◼ ３カテゴリー毎の調整
国内避難民（OCHA)
国外への避難民（UNHCR)
第３国籍者（IOM)

◼ ニーズが高いのが、保健、食料、
水、シェルター、移動手段、

２．国際社会の支援



２．国際社会の支援－ウクライナ国内



２．国際社会の支援－ウクライナ国内



２．国際社会の支援－ウクライナ国内

1. ウクライナ国内の１２００万人（国内に残っている者の４割、そのうち３分の１が
マリウポル、ドネツク、ルハンスク)が人道支援を必要としている。
１５００万人まで増える可能性。

2. 「現金支給」

3. 社会心理カウンセリング、正確な情報へのアクセス（Hotline）

4. これまで国連全体で３４０万人へ支援を実施。ウクライナ国内全地域で１３００名
以上の国連職員が支援を行っている。



◼ 避難民受入れ（EU,その他）

EUは、ウクライナから戦禍を逃れてくる人々（第三国籍者も含む）を暫定的な
保護の対象とすることを決定。

英国、カナダ、日本もウクライナ避難民の受入れを行っている。

◼ 周辺国での支援

• 移動手段の提供、シェルターの確保（Air B＆B）

• 情報へのアクセスー各国でホットラインの事業を拡大

• 食料・宿泊、水、保健（地域コミュニティーの協力）

• PHSS、人身取引

２．国際社会の支援－国外への避難民、第三国籍者



ありがとうございました

IOM駐日事務所

https://japan.iom.int/

https://www.facebook.com/IOMJapan/

https://twitter.com/iomjapan
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